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荒尾市教育委員会 



 

 

令和４年２月 定例教育委員会 議事録 

 

1．日  時 令和４年２月２５日（金）１０時００分 

  

2．場  所 ４３号会議室 

  

3．出席委員 教育長 浦部 眞 

 委 員 旭田 國浩 

 委 員 渡邊 義専 

 委 員 深浦 淳美 

   委 員 谷本ひとみ 

 
   

4．出席事務局職員 教育次長兼教

育振興課長 

橋本 張幸 学校教育課長

兼教育審議員 

村上 豊優 

生涯学習課長 宮脇 浩司 給食センター

所長 

永吉 万寿美 

 教育政策係長 吉村 麗月 給食センター

整備推進室長 

岡村 哲明 

 社会教育係長 馬場 理恵子 スポーツ推進

係長 

前田 恵子 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

教育長    ○開会宣言  令和 4年 2月 25日（金）10時 00分 

              ○会議成立の確認（過半数出席） 

              ○議題、会議の日程等の承認 

              ○会議録署名委員の指名（旭田委員） 

 

1． 前回会議録（1/27）の承認（深浦委員） 

2. 議題 

 

【議第 3号 荒尾市民で支える小学校給食費補助金交付要綱の一部改正について（教育振興

課）】 

○事務局説明 

○質疑 

旭田委員 

事務局 

旭田委員 

     

事務局 

 

深浦委員 

事務局 

 

谷本委員 

事務局 

谷本委員 

 

深浦委員 

事務局 

 

教育長 

事務局 

 

今までは、申請書を 2回提出していたのか。 

様式第 1号を春に毎年提出してもらっていた。 

では、改正後は入学時に 1回、補助金交付申請書兼同意書を提出すればよい

のか。 

はい。1回提出すれば、同意書により申請を校長先生に委任するということに

なり、その学校に在籍している間は給食の無償化が受けられる。 

様式第 1号を見せてもらいたい。 

はい。部数が足りず申し訳ない。 

 

当初から、補助金名には「荒尾市民で支える」と頭に付いていたのか。 

はい。 

改めて、良いネーミングであると思う。保護者として 3回は提出してはいた

のだが。 

今は、印鑑省略が多くなっているが、どうか。 

押印省略は可能。しかし、その場合は自署となる。 

 

施行は告示の日からとあるが、今後の流れなどはどうなるのか。 

本会議にて可決されれば、告示は本日付けとなり、運用については 4月から

の開始となる。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【その他 令和 3年度荒尾市一般会計補正予算(第 12号)及び令和 4年度荒尾市一般会計予算に

ついて】 

○事務局報告 

○質問 

渡邊委員 

 

事務局 

 

 

 

 

渡邊委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡邊委員 

 

 

旭田委員 

事務局 

特別支援教育支援員は小学校が 3人の増員となっているが、先生方の負担と

しては、支援員はまだ不足しているのかそれとももう十分なのか。 

昨年の 10月に、各学校に対して特別支援教育支援員の要望調査を実施した。

その中では、小学校中学校併せて 9人の増員要望があった。一方では、勤務

時間の 1時間延長ということもあり、要望全てとなると財政上厳しいことも

あり、精査の上、3人増員の予算について認めていただいたところ。 

 

インターネットのローカルブレイクアウト方式導入とあるが、これは 1人 1

台配付されたタブレットの通信環境も入っているのか。 

ローカルブレイクアウト方式導入について、子供たちのタブレットには、携

帯電話の通信によりそれぞれ繋がっているが、学校の中の校務用 PCとか電子

黒板用 PCなどはイメージとして最終的には 1本の線に繋がっていると想像し

ていただきたい。それが、一つのプロバイダーを通ってインターネットに繫

がっている。なので、どうしても全学校が 1カ所に集まってしまうため、回

線的に混雑して、途切れたり繋がらないということが生じている。ローカル

ブレイクアウトとは、この中でも一部であるが、直接インターネットに繋げ

るようにするもの。一部とは、中学校は全 3校、小学校は規模の大きい学校

から 5校を対象としている。その結果、現在 1本に繋がっている線の負荷を

軽くすることで、ローカルブレイクアウト方式を導入しない学校においても

通信環境を向上させることができる。しかし、如何せん、やってみないと分

からないというところである。まずは、今年度の状況を省みて、本方法を導

入するに至ったもの。 

実際、オンライン授業の中で、動画が出ず、音声だけになったこともあっ

た。どうせするなら、しっかり改善してもらいたい。 

 

地方債というのは荒尾市の借金ということになるのか。 

はい。将来、返していかねばならないものである。 

 

 

【その他 3月行事予定について】 

○事務局説明 

○質問 

各委員 特になし 

 

 



 

 

【その他 次回定例教育委員会の日程について】 

○事務局提案 

事務局 

 

各委員 

教育長 

次回の第 3回定例教育委員会は 3月 30日（水）10時 00分から開催したい

と思うがいかが。 

異議なし。 

それでは、次回の第 3回定例教育委員会は 3月 30日（水）10時 00分から

開催する。 

 

 

教育長    ○閉会宣言 令和 4年 2月 25日（金） 10時 45分 

 


